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自助・共助・公助について
災害に強いまちをつくるために

災害発生時には、町をはじめ、警察・消防などの防災関係機関が全力をあげて対応にあ
たりますが、火災や道路の寸断・断水・停電など、様々な被害が広い範囲で起きた場合
は、対応が非常に困難な事態が予想されます。このような場合には、地域ぐるみで協力
し合い、助け合うことが大切になります。地区の自主防災組織の活動に積極的に参加し
て、防災知識を身につけることや、いざというときの役割分担を決めるなどして、地域
の防災力を高めましょう。

住民同士が協力して

地域の防災力を

高めよう

自助
まずは

自分の身は、
自分で守って

ください

共助
次に隣組や
隣近所で、
助け合って
ください

公助
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・マイ・タイムラインを作成すると自分と家族がとるべき防災行動の「タイミング」が明確に
　なりますが、一方で洪水は自然現象であるため、マイ・タイムラインで想定したとおりに
　事態が進行するとは限りません。また、気象警報、避難情報などは実際の気象や河川の状況
　に応じて発表、発令されるため、マイ・タイムライン上の時間と一致しないことがあります。

マイ・タイムライン注意事項マイ・タイムライン注意事項

・そのため、実際の災害の際にマイ・タイムラインを使用する際には、次の注意点をふまえて
　行動するようにしましょう。

① マイ・タイムラインで定めた「タイミング」は、あくまでも行動の目安として認識し、
　 必ず安全ではないことに留意する。
② 気象警報や避難情報をこまめに収集、確認する。
③ 収集、確認した情報をもとに、マイ・タイムラインを参考にして、臨機応変に行動する。

□ □ □

函南町函南町　マイ・タイムライン（自分の命は自分で守る）マイ・タイムライン（自分の命は自分で守る）

　 気象・避難情報 避難の準備・確認 避難のポイント

●ハザードマップの確認 ●台風や大雨を想定し、雨が強
　くなる前に必要な事前準備を
　考えましょう。

○台風の進路予報
函南町防災マップで自宅周辺の
災害リスクを確認しましょう。

大雨発生
の可能性

警戒レベル１
早期注意情報

気象
情報 □浸水の深さ：

□土砂災害：

□自宅が「「早期の立退き避難が必要
な区域」のエリア内にある重大災害

の兆候
□■　はい　　□　いいえ

警戒レベル２
大雨・洪水注意報

気象
情報

●避難する場所　　　　 □
大雨時に避難することをふまえ、
事前に避難先や避難方法を決めて
おきましょう。

□

□
避難先①：

□
避難先②：

避難方法：
いざ避難するとき、慌てること
がないように「戸締まりをす
る」など、具体的な行動をまと
めましょう。◇大雨警報

　（土砂災害、浸水害）
　洪水警報、暴風警報

避難にかかる時間：

●避難開始のタイミング

■　自宅が「「早期の立退き避難が
     必要な区域」のエリア内にあ
    る場合

□

□□　高齢者や妊娠中の方、小さな
　　お子様連れの方など、避難に
　　時間を要する場合

警戒レベル３
高齢者等避難

町発令の
避難情報

災害発生
のおそれ

◇氾濫警戒情報 □

□

□　上記以外で、自宅が浸水想定
　　区域または土砂災害警戒区域
　　などのエリア内にある場合

□

□
警戒レベル4警戒レベル4
避難指示避難指示

警戒レベル3警戒レベル3
高齢者等避難高齢者等避難

避難所に向かうなど、自宅の外
に避難する場合は、雨が強くな
る前や暗くなる前に避難するこ
とを心がけましょう。

町からの避難情報の発令をチェッ
クして、避難を開始しましょう。

●避難情報の収集手段 警戒レベル２で確認

常備薬

災害発生
又は切迫

警戒レベル５
緊急安全確保

町発令の
避難情報

●命の危険！　避難を開始していない
　場合は直ちに避難を開始
●外に避難することでかえって危険な
　場合は、建物の２階などで安全確保

●自分の状況を家族や親せきなどに
　連絡しましょう。

警戒レベル４
避難指示

町発令の
避難情報

□ かんなみ安心情報メール 避難対象区域の方は、

この時点までに

　　全員避難！
□ 函南町防災マップ P50 参照

◇大雨特別警報 □

※気象情報、避難情報に関する発表などのタイミングについては、事象に
よって異なりますので、注意してください。

◇氾濫発生情報

災害の
おそれの
高まり

◇氾濫危険情報

◇土砂災害警戒情報

□ □ □

非常持出品の準備 家族のデータ家族のデータ
避難後、家族が離れ離れになった時のために避難後、家族が離れ離れになった時のために□ 飲料水・非常食

紙おむつ

雨具

生理用品

０.５mから３m 避難場所、経路の確認

薬の準備

家族の予定を確認

携帯電話の充電

避難所の開設状況確認

ガスの元栓、施錠の確認

家族への連絡

非常持ち出し品の持参

函南太郎

函南花子

函南三枝

函南四郎

函南五郎

090-****-****

090-****-****

090-****-****

090-****-****

080-****-****

(株)○○

○○スーパー

○○高校

○○中学

デイサービス

メガネ

コンタクト

持病の薬

窓の施錠

家の周りの確認
（自転車、植木鉢など）

土砂災害警戒区域

○○公民館

○○小学校

①10分②15分

テレビのデータ放送

徒歩

持病の薬

□ 現金 □ 着替え
名前 電話番号 必需品 昼の居場所 備考

□ 保険証 □
モバイル
バッテリー

□

●避難する際の注意点を考えま
　しょう。

マスク、体温計、ウエットティッシュ、テントなど、感染防止に
必要なものは自分で持参しましょう。

□ □ □

記 載 例記 載 例

マイ・タイムラインとは、台風や大雨の水害など、これから起こるかもしれない災害に対し、
一人ひとりの家族構成や地域環境に合わせて、あらかじめ時系列で整理した自分自身の
避難行動計画のことです。ハザードマップを利用して一人ひとりのマイ・タイムラインを
作成しましょう。

マイ・タイムラインを作成しましょう
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